
府支出金

歳入

項目

分担金・負担金予算科目

節

水洗化人口：24,066人

国庫支出金

総合計画
（前期基本計画）

事業の目的

施策方針

平成21年度
事業の効果

基本方針

平成21年度
事業の実績

○

（実績により、どのような効果
があったか。できるだけ指標と
数値で記入）

改善

(平成26年度までに、どの
ような効果をだすか。でき
るだけ指標と数値で記入)

●平成２１年度決算

Ａ　事業拡大

平成21年度中に増加した水洗化人口：679人

理由

平成21年度予算
会計名称

04 01

款 項

一般会計 16

目

07

計画項目

平成26年度
事業の効果目標

細事業名
普及推進・料金課

担当課等
水洗化推進支援事業補助金

Ⅵ　うるおい安全都市

⑥　上下水道の整備

3　水洗化の推進

財
源
内
訳

事業 細事業

上下水道部

担当部局

01

金額（千円）

（政策）

（施策）

担当課長の氏名

谷口　幸作

担当者の氏名

中川　享一

平成２２年度　事務事業評価

（何を対象に、
何をしたか）

（どのような目
的で事業を実
施するか）

既存住宅の排水設備工事に対し、その工事経費の一部を補助することで水洗化を
促進し、公共用水域の水質保全や地域住民の住環境の向上を目指すとともに、市
内排水設備工事指定業者を利用することで地域経済の活性化を図る。

供用開始区域内の未水洗の既存住宅が市内に本店又は本社のある排水設備工事指定校事業者を
利用して行った排水設備工事に対し、その経費の一部に補助を実施した（補助金交付件数：188件）

起債

名称

19 5,640

金額（千円）

その他

5,640 合計 5,640

5,640

Ｃ　事業縮小

Ｂ　現状維持

Ａ　現状維持

Ｂ　内容の見直し

事業規模の方向性

Ａ

現在の補助金額では利用者の増加は見込めないが、制度開始から２
年しか経過していないこともあり、既交付者との均衡もあるため現在の
制度を継続する。Ｃ　統廃合・休止・終了

下水道への接続には多額の経費が必要であり、水洗化人口の増加を
図るために、より多くの市民が利用できるように制度の拡充を図る。

理由

○　進捗している（できている）

理由
供用開始区域の拡大などにより、新規の下水道への接続はあるもの
の、景気の低迷の影響もあり、接続件数は昨年より減少している。

▲　少し遅れている
　　　　（少しできていない）

×　遅れている（できていない）

事業内容の方向性

Ａ

評価

○　削減の余地がなかった

理由
資金援助の要望は多く補助金増額の検討の必要があるため、削減の
余地はない。

▲　少し削減の余地があった

×　削減の余地があった

▲

整理番号

34-6

目標達成度・・・ＤＯ（平成21年度事業の実績、あるいは効果）が、ＰＬＡＮ（事業の目的、あるいは平成26年度事業の
　　　　　　　　　 効果目標）の達成に向けて順調に進捗したか

効率性・・・ＤＯ（平成21年度事業の実績、あるいは効果）に対して、コスト削減の余地がなかったか

Ⅵ
うる

事業費合計

歳出

一般財源

ＰＬＡＮＰＬＡＮＰＬＡＮＰＬＡＮ

ＤＯＤＯＤＯＤＯ

ＡＣＴＩＯＮＡＣＴＩＯＮＡＣＴＩＯＮＡＣＴＩＯＮ

ＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫ


